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はじめに
1990年代に入り､ますます核家族化 ･少子化が進行す
る現代社会において､子どもをもつ女性は､子育てをめ
ぐるさまざまな人間関係にとまどっていることが報告さ
れ､どのようなサポートが心理的社会的に効果があるの
かが論議されている｡
また､現代の成人女性は､30代半ば頃から､明治時
代の女性たちには無かった ｢ポスト子育て期｣(子育て
後の時期)と呼びうる､自由時間のあるライフステージ
をもつようになった｡
さらには子どもが独立した後も､平均寿命の伸びにより､
およそ30年間の ｢脱<親>期｣がある｡現代の成人女性
にとっては､この ｢ポスト子育て期｣をいかに過ごすか､
ということが今日大きなテーマ2)になっている｡
この時期におこる病理現象､台所に立っとめまいや吐
き気､頑痛などがおきて､炊事が手につかなくなるいわ
ゆる ｢台所症候群｣､子どもが巣立った後､何もするこ
とが見つからず､心にぽっかり穴があいてしまったよう､
と訴える ｢空の巣症候群｣､中年から飲酒を始め急速に
アルコール依存た陥る ｢キッチン･ドリンカー｣などが
指摘されてきている3)0
しかしながら子育ての歴史をふりかえってみれば､過
去､長い間子どもをもった女性は､決して一人で子育て
していたわけではなかった｡母親は大家族の一員であり､
家族あるいは親戚どうLでサポートしあって生活してお
り､勇､姑をはじめ叔父叔母など多くの家族の手を借り
て子育てするのが普通であった｡
このような子育てを見るとき､ ラフアエル,D4).の次
のようなソーシャルサポート(心理的社会的支援 :家族
や友人などから与えられる有形 ･無形の支援)6)について
の解説がよく納得される｡
｢サポート行動は､グループ構成員の間でおこなわれ
る相互作用を含む人間の営みの一部であり､少なくとも
その構成員のひとりとして､生活の質を高めるのに役立
つものである｡｣
また､｢サポートするということがもたらす保護 ･娯楽
･慰安 ･安全などは､個々人がそのグループの一員であ
るために受け取るむくいなのである｡ある共同体の中で
生活することに賛同しない人々はサポートが得にくいだ
ろう｡危機に際しても他の人々に頼ることができないと
きには､そういった人々ははなはだ苦しむ結果になるの
である｡今までに手助けされたことのある他の人々､あ
るいは将来手助けするようになるはずの他の人々の厚意
に頼ることができないからである｡家族､宗教団体､あ
るいは医療や経済の諸組織といった多くの制度が､サポ
ートとしてこういった危機に対処しでいるのである.｣
しかし都市化 ･核家族化した現代では､子育てひとつ
をとっても､こうしたサポート関係はもはや機能しなく
なっている｡新しい時代にふさわしいサポート関係の創
出は､現代を生きる私たちの緊急の課題である｡
そこで本研究において私たちは､子どもをもつ成人女
性に協力を仰ぎながら､｢子育て期｣から ｢ポスト子育
て期｣へと生活を続ける現代女性が､高齢社会に向けて
心の健康を維持していくためのソーシャルサポートネッ
トワークについて考察を試みることにした｡
嶋伸宏6)は､他者との間に支援的関係▲を維持できてい
る人は､さまざまなストレスフルな状況におかれても､
支援的関係をもたない人よりは､心身の適応状態が悪化
しにくいことを指摘◆している｡
子育て期､ポスト子育て期にある成人女性が他者といか
なるサポート関係をもっており､そうした彼女らの現在
の心的状況､社会参加状況はどのようであるのかを探る
(1)
-152- 人間福祉学科
中から上に挙げた課題に少しでも近づきたいと思う｡
目 的
現代の ｢子育て期｣｢ポス ト子育て期｣の女性がもっ
ソーシャルサポートネットワークを明らかにし､満足と
感じられるソーシャルサポートネットワークは､どのよ
うな要因によって成り立っのかを探る｡
方 法
1.調査方法
質問紙調査法による｡
2.調査期間
1992年6月～8月｡回答は無記名､回収方法は
記入後直接回収するかあるいは郵送による返答とい
う形をとった｡
3.調査対象
夫､子供がいる女性 103人
4.調査項目
調査項目は次の5領域にわたる｡
(1)ソーシャルサポートネットワークの測定
嶋伸宏7)が作成 したSSMS(SocialSupport
MatrixScale)をもとに､子どもをもつ女性を対象
にした質問紙を作成する｡
｢夫｣｢自分の子ども (女)｣｢自分の子ども(男)｣
｢それ以外の家族 ･親族｣｢最も親 しい女の友人｣
｢近隣の女の友人｣｢職場､サークル活動等の近隣以
外の女の友人｣｢最も親しい男の友人｣｢近隣の男の
友人｣｢職場､サークル活動等の近隣以外の男の友
人｣｢その他自分にとって重要な他者｣の11人と調
査対象者との13項目のサポート関係について評定を
5段階で求める｡
(2)精神的自立度の測定
安藤8)の作成した "Reliance' "Dependence'に
関する質問紙をもちいて､子どもをもっ女性の精神
的自立度について自己評定を求める｡
(3)うつ傾向の測定
SDS(日本版 自己評価式抑うつ性尺度)から
｢うつ｣との相関性が高いものを3項目抽出し回答
を求める｡
(4)回答者の属性を問う｡
(5)地域社会参加活動の有無や個人的な趣味活動の所
属の有無を問う｡
5.整理の方法
1)全体の傾向
(1)｢ソーシャルサポートネットワークの測定｣､｢精
神的自立度｣､｢うつ傾向の測定｣､｢回答者の属性｣､
｢地域社会参加活動や個人的な趣味活動の所属の有
無｣､それぞれの回答結果を項目別に集計 し､比較
検討する｡
(2)｢ソーシャルサポートネットワークの測定｣につ
いては､次の4つのサポート群に分類する｡
a.『友好的サポーu
｢串しゃべりなどをして一緒に楽 しい時間をす
ごす｣｢一緒に遊びにでかけたりして楽しいひ
とときをすごす｣｢共通の趣味や関心事をもっ
ている｣をこのカテゴリーに入れる｡
b.『共感的サポート』
｢おたがいの個人的なことについて話 し合う｣
｢おたがいの感情や気持ちをわかりあうことが
できる｣｢他人には言いにくい悩み事について
話し合える｣｢あなたのことをかってくれたり､
高く評価してくれる｣をこのカテゴリーに入れ
る｡
C.『相談 ･助言的サポート』
｢いろいろな情報を言い合う｣｢困った時にアド
バイスしてもらったり相手が困っている時にア
ドバイスしてあげたりする｣｢わからないこと
をたずねたり､教えたりする｣をこのカテゴリ
ーに入れる｡
d.r実益的サポートJ
｢忙しい時には手伝ってもらったり相手が忙 し
い時には手伝ってあげたりする｣｢必要な時に
は､お金や物の貸し借りができる｣｢プレゼン
トをあげたり､もらったりする｣をこのカテゴ
リーに入れる｡
2)グループ別にみた特徴
(1)｢うつ傾向の測定｣では､回答者を ｢高 うつ得点
群｣と ｢低うつ得点群｣に分類し､すべての調査項
目についてカイ二乗検定をし､両グループを比較検
討する｡
(2)回答者を ｢20歳代｣と ｢40歳代以上｣に分類
し､すべての調査項目についてカイ二乗検定をし､
両グループを比較検討する｡
(3)回答者を ｢個人的な趣味活動｣の有無で分類 し､
すべての調査項目についてカイ二乗検定をし､両グ
ループの比較検討をする｡
(4)回答者を ｢無職｣と ｢有職｣に分類 し､すべての
調査項目についてカイ二乗検定をし､両グループの
比較検討をする｡
(2)
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結果と考察
1.全体の傾向
(1)回答者の属性について
表1 年齢
年 代 人 数 パーセンテージ
10歳代 0 人 0 %
20成代 1 8 人 17. 5%
30歳代 4 4 人 42. 7%
40成代 3 1 人 30. 1%
表2 職業
職 業 人 数 パーセンテージ
無職 (専圭主鳩を含む) 6 4 人 62. 1%
内職 4 人 3 . 9 %
常勤職 1 3 人 12. 6%
パートタイマー､非常勤職 1 4 人 13. 6%
自首薫 4 人 3 . 9 %
その他 4 人 3 . 9 %
30､40歳代が全体の7割を占めている｡
無職者が全体の6割を占めている｡
(2)地域社会参加活動や個人的な趣味活動の所属の有
無
半数以上の人が参加しているのは､生活協同組合
と趣味 ･スポーツ等のサークルである｡
社会奉仕団体等のボランティア活動やPTAのよ
うな地域社会を住みよくするための活動に参加して
いることが少ない｡｢子育て期｣｢ポスト子育て期｣
の女性は､子育てから解放されて､自分の時間を持
とうとするため､趣味 ･スポーツ等のサークルを選
ぶこと●が多いのだろう｡
(3)精神的自立度の測定
｢はい｣ と回答した人が少ない項目をあげると
｢私の毎日の生活には張りがある｣｢私は､どんな役
割が期待されているかわかる｣の項目は全体の5割､
｢私は､頼りにしている人に不慮の事故があっても､
自分1人でどうにか対処できる｣｢私は､ありのま
(3)
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まの自分を表現できる｣が全体の4割である｡
子ども中心の生活ではあるが､母親の役割だけで
は満足が得られず､かといって自分を問いなおすゆ
とりを持っこともできず､張りがないと思える生活
をすごしている人が多い｡
(4)うつ傾向の測定
予想以上にうつ得点が高い｡
今回の回答者固有の特徴であるかもしれないため､
今後例数を増やして検討していきたい｡
(5)ソーシャルサポートネットワークの測定
｢夫｣は最も重要なサポート源と考えている｡
｢血縁｣｢女性の友人｣とサポート関係を緊密に
とる傾向がみられ､｢男性の友人｣ とはサポート関
係をもたない人が多い｡
2.グループ別にみた特徴
(1)｢高うつ得点群｣と ｢低うつ得点群｣の比較表 4
にみられるように､103人の回答者は､予想以上に
うつ得点が高い傾向が認められた｡したがって､こ
こではその中でも特にうつ得点が高かった者を高う
つ得点群とし､それ以外の者を低うつ得点群として
比較を試みることにした｡
｢高うつ得点群｣｢低うつ得点群｣の分類の基準
は以下のようにした｡
｢高うつ得点群｣:3項目全部に ｢いいえ｣の回
答をした者 (46名)をA群と
する｡
｢低うつ得点群｣:3項目中1項目でも ｢はい｣
の回答をした者 (57名)をB
群とする｡
各調査項目中で､A,B群間に有意差がみられた
ものを表6-1､6-2､6-3に示す｡
(P<0.05)
低うつ得点群は､高うつ得点群と比較して ｢女性
の親友｣｢男性の親友｣と r共感的サポートJr相談
･助言的サポート｣を緊密にもち､地域を離れた
｢近隣以外の女性の友人｣｢近隣以外の男性の友人｣
と r友好的サボ一日 r相談 ･助言的サポート｣を
緊密にもつ傾向が認められる｡
精神的自立度は低うつ得点群が高く､また､20歳
代に高うつ得点群が多数占めている｡
｢うつ様気分｣を感じているかどうかは､幅広く､
多彩なサポート関係をもつ一方､親密な関係にある
者が､自分をかってくれ､支えとなる存在であるこ
と､つまり情緒的に深いサポート関係をもつ対象で
あるかどうかが今回の調査では一つのキーになって
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表3 地域社会参加活動や個人的な趣味活動の所属 (社数回答可)
所 属 団 休 人 数 パーセンテージ
自 治 会 . 町 内 会 4 5 人 43. 7%
P T A 2 9 人 28. 2%
娼 入 金 4 一人 3 . 9 %
生 活 協 同 組 合 5 8 人 56. 3%
趣 味 . ス ポ ー ツ 等 の サ ー ク ル 5 6 人 54. 4%
音 速 等 の 習 い 事 1 6 人 15. 5%
-子ども金 .求-イスカウ ト等の子どものためのサ-クル 3 1 人 30. 1%
宗 教 B) 体 10人 9 . 7 %
政 治 団 体 1 人 1 . 0%
市 民 iF 動 グ ル プ 7 人 6 . 8 %
社 会 奉 仕 団 体 8 人 7 . 8 %
表4-1 精神的自立度の測定
項 目 は い
私は､おおよそ他人の忠告を薄ち着いてきくことができる 77人(74.8%)
私には心の支えになる人が存在する 89人(86.4%)
私は､少々はなことがあつても集団の中にうまくとけこめる 81人(78.6%)
私は､頼りにしている人に不慮の事故があつても自分1人でどうにか対処できる 42人(40.8%)
私は､自分ではわからないこと､出来ないことは素直に援助を求める 76人(73.8%)
私は､相手の立場を理解することができる､理解しようとしている 89人(86.4%)
-私の毎日の生活には張りがある 52人(50.5%)
私は､いつもその時点で長音をつくそうとする 70^ (68.0%)
私は､自分なりの価値奴をもっている 90^(87.4%)
私は､自分にどんな役割が期待されているかわかる 53人(51.5%)
私は､失敗をしても自分のカで立ち直れる 62人(60.2%)
※ ｢はい｣と回答するはど自立度が高いとみなす
表4-2 うつ傾向の測定
質 問 い い え
如､肪P､たいてし一書鮎仙l 78人 75.7%
恥､た附く細tき姐う瑞る 79人 76.7%
(4)
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表5-1 人物の特定
人 ■物 特定した人
夫 103人 100.0%
子供 (女) 78人 75.7%
子供 (男) 73人 70.9%
他の家族 .親族 98人 95.1%
親友 (女) 98人 95.1%
近隣の友 (女) 94人 91.3%
近隣以外の友 (女) 92人 89.3%
親友.(男) 34人 33.0%
近隣の友 く男) 18人 17.5%
近隣以外の友 く男) 41人 39.8%
表5-2 各サボ｢トの人物別の平均値
友好両両 -ト 夫 3.93.63.43.6
子嘆く女) 4.33.93.43.9
子即か 4.33.83.2_3_.p7
鮎(女) 3.42∴63.53∴2
輔の友(女) 3.62.83.33.2
鞘桝の友(女) 3.32.53.43∴0
鮎(1,) 2.61.92..92_.__5_
紺の友(男) 2.61.72.62_⊥_3
甜桝の友(男) 2.61.82.72,_メ
4+ 5 6 13 平鯛
4.14.04.23.74-.~1)夫
子俵(71) 3.63.92.83.73.5
他破庇.紘 3.63.73.53.53∴6
鮎(女) 3.73.93.73..63.7
棚の友(女) 3.33.53.03.33.2
甜掛の友(女) 3.23.53.03.33.2
拡(男) 2.93.22.93.43.0
棚の長くタ!) 1.82.31.82.92.2
甜掛の友(TJ) 2.22.62.22.92.5
相談 .助言的 夫 4.24.04.24.1
サポート 子供(女) 3.53.64.03.7
稚く男) 3.33._j 4.03.6
絶境鼓.防 3.83.63.73.7
舷(女) 3.83.83.63.7
湖の友(女) 3.83.43.53.6
甜肋の克く女) 3.53.33｣33.4
紘(男) 3.0ち｢~82` 82.9
輔の克く男) 2.62.12.62.4
甜桝の長くFJ) 2.42.22.52.4
いる｡
20歳代に高うつ得点群が多い要因は､次項で検討
したい｡
(2)｢20歳代｣と ｢40歳代以上｣の比較
｢20歳代｣と ｢40歳代以上｣をグループ別に分類
して比較検討する｡
｢20歳代｣:20歳代 (18名)をC群とする｡
(5)
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実益的サボ一ト 夫 3.94.03.63.8
稚(女) 3.42.83｣__73_.3
子供(l) 3-.22.63._43.~2
帆 .駆 3.43.03._83.4
政友(女) 2.32.02._92.4
鞘の友(女) 2..92.22.82.6
鞘桝の友(女) 2.32.01._41.9
鮎(罪) 1._8 ●2.I1.8
甜肋の友(男) 1.61∴+41._81.6
※最高値は｢5｣である
｢40歳代以上｣●:40歳代以上-(41名)をD群とす
る｡
各調査項目の中で､C,D群間に有意差がみられ
たものを表7-1､7-2､7-3､7-4､7-
5に示す｡(P<0.05)
40歳代以上は､子どもが 『共感的サポートJr相
談 ･助言的サポートJr実益的サポートJ)関係の対
象として存在している｡
40歳代以上の方が､精神的自立度が高い｡
20歳代の8割が高うつ得点者であり､40歳代以上
は2割のみである｡
40歳代以上の方が､趣味活動等に参加している率
20歳代には無職者が多く､40歳代以上には有職者
が多い｡
20歳代と40歳代以上の大きな差は､子どもが､あ
る程度対等なサポート関係をもてる存在か否かとい
うことにあると思われる｡子どもが成長すると､相
談したり､困ったときには助けてくれる､頼りにな
る親密なサポート関係の担い手となるようである｡
20歳代は､子どもと一緒に遊びに出かける機会は多
いが､子どもを頼りにすることはできない人が大半
である｡核家族で､1人で奮闘している毎日をすご
している人が多いと思われる｡
(3)｢個人的な趣味活動をしている者｣と ｢個人的な
趣味活動をしていない者｣の比較
地域社会参加活動や個人的な趣味活動の所属の有
無についての項目で､｢個人的な趣味活動に所属し
ている者｣と ｢個人的な趣味活動に所属していない
者｣に分け､比較検討する｡
:｢趣味 ･スポーツなどのサークル｣
｢習い事｣のどちらか一方でも所属し
ている者 (60人)を0群とする｡
｢個人的な
:上記のどちらにも所属していない者
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表6-1 妄言競 ,J& Ji(読 )*詫 言完 諸 雫盲群)間で有意差のみられた項目
項 目 人 物 危 険 率 サポー ト音
一緒に遊びにでかけたりして空しいひとときをすごす 近以外の友 (男)■ P< 0.05 A く B
わたかいの感情や気持ちをわかりあうことができる 軌 友 (輿 ) Pく0.05 A < B
他人には苦いにくい悩み事について臆しあえる 親 友 (男 ) Pく0.05 A < B
いろいろな帰朝を嘗い合う 近以外の友 (女) P<0.05 A く B
困った時はア ド′ヾイスしてもらった.り､相手が困って 軌 友 (男 ) P<0.05 A く B
いる時にはアド′ヾ イスしてあげたりする
わからないことをたずねたり､数えたりする 親 友 (男 ) Pく0.01 A く B
表6-2 精神的自立度の測定で､高うつ得点群 (A群)と低うつ得点群 (B群)間
に有意差がみられた項目
項 目 危 険 率 は い
私の毎日の生塙に張りがある Pく 0.01 A く B
私は､いつもその時点で最善を尽くそうとする Pく 0.05 A く B
私は､自分なりの価値軌を持っている Pく0.05 A く B
私は､失敗をしても自分の力で立ち直れる P<0.05 A < B
滅各項目に rはい｣と回答するほど自立度が高いとみなす
表6-3 年齢の項目において､高うつ得点群 (A群)
. と低うつ得点群 (B群)間に有意差のあるも の
年 代 危 険 率 うつ 得 点
(43人)をP群とする｡
各調査項目の中で､0,P群間に有意差のあるも
のを表8-1､8-2に示す｡(P<0.05)
個人的な趣味活動をしている人はしていない人と
比較して､｢血縁｣をこえた近隣以外の友人と r友
好的サポート』関係を多くもっている｡個人的な趣
味活動をしていない人は､｢血縁者｣と r相談 ･助
言的サポートJ関係を多くもっ｡
20歳代は所属している人が少なく､30歳代になる
と逆に所属している人のほうが多くなる｡
個人的な趣味活動は､子育てに一段落っき､自分
(6)
の時間が持てるようになった30歳代が､多く参加し
ている｡趣味活動を通して､近隣以外の友人と知り
合い､遊びに出かけたりする交流をしているようで
ある｡逆に､趣味活動に所属していない人は､血縁
者と親密に交流する傾向にある｡20歳代は所属して
いる人が少なく､血縁者に頼ることが多いものと思
われる｡
趣味活動の所属の有無で､｢うつ様気分｣を感 じ
るかどうかの差はみられず､それに関しては 『友好
的サポート』『相談 ･助言的サポート』以外の関係
が重要であることが示唆された｡
(4)｢無職者｣と ｢有職者｣の比較
｢職業｣の項目で回答別に ｢無職者｣と｢有職者｣
に分類し､比較検討する｡
｢無職者｣:無職 (専業主婦を含む)の者 (64人)
をY群とする｡
｢有職者｣ :有職 (内職､常勤職､パートタイマ
奥野 ･岩堂 :子育て期 ･ポスト子育て期女性
表7-1 ソーシャルサポー トネットワークの測定で
20歳代 (C群)と40歳代以上 (D群)間で有意差のみられた項目
項 目 人 物 危 険 率 サS-一畳
一緒に遊びにでかけたりして楽しいひとときをすごす 子 ど も (男 ) Pく0.05 C >D
子 ど も (男 ) Pく0.05 C く D
いろいろな情報を言い合う 子 ど も (女 ) Pく0.01 C く D
近隣の友 (男) Pく 0.05 C < D
忙しい時に手伝ってもらったり､相手が忙しい時には 子 ど も (女 ) Pく0.05 C く D
手伝ってあげたりする
近隣 の友 (女) Pく0.01 C >D
表7-2 精神的自立度の測定で､20歳代 (C群)と40歳代以上 (D群)間
で有意差のみられた項目
項 目 危 険 率 は い
私の毎日の生活i=張りがある Pく0.05 C く D
私は､いつもその時点で最善を尽 くそうとする Pく0.05 C く D
※各項目に ｢はいJ と回答すると自立度が高いとみなす
表7-3 高うつ得点群の占有率
高 うつ 得点 軒 の人数 占 有 率
2 0 成 代 (C那) 15人 (全人歎18人) 83.3%
表7-4 地域社会参加活動や個人的な趣味活動の所属の項目で､20歳代 (C群)と
40歳代以上 (D群)間に有意差があるもの
危 険 率 所 属 串
PTA Pく0.05 CくD
趣味 .スポーツなどのサークル Pく0.01 CくD
表7-5 職業の項目で､20歳代 (C群)と40歳代以上 (D群)間に
危 炊 事 所 産 串
無職 (専婁主娼含む) Pく0.01 C >D
常勤職 P<0.05 C く D
(7)
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表8-1 ソーシャルサポートネットワークの測定の項目で､個人的な趣味活動をしている者 (0群)
としていない者 (P群)間に有意差のあるもの
項 目 人 物 危 険 率 サ6-ト壬
おしゃべりなどをして一緒に吏しい時間をすごす 夫 Pく0.05 0>P
軌 友 (男 ) P<0.05 0>P
一緒に遊びにでかけたりして楽しいひとときをすごす 近以外の友 (女) Pく0.05 0>P
囲ったときは7ドバイスしてもらったり､相手が四つ 近以外の友 (女) Pく0.05 0>P
ている時にはアドバイスしてあげたりする
わからないことをたずねたり､救えたりする● 他の家族 .軌族 Pく0.05 0 く P
表8-2 年齢の項目において､個人的な趣味活動をしている書 く0群)と
していない者 (P群)闇に有意差のあるもの
年 代 声 快 事 所属串
20歳代 Pく0.01 0くP
30歳代 Pく0.05 0>P
､自営業､その他)の人 (39人)
をZ群とする｡
各調査項目の中で､Y,Z群間に有意差がみられ
たものを表9-1､9-2､9-3､9-4に示す｡
(P<0.05)
有職者の方が子どもや男性の友人と､r友好的サ
ポートJr共感的サポートJr相談 ･助言的サポートJ
r実益的サボ一日 関係を多 くもっており､精神的
自立度が高い｡
一方､無職者の方が ｢うつ様気分｣になる確率が
無職者と有職者の年齢による差はみられない｡
有職者の方が幅広いサポート関係をもち､子ども
を親密なサポート関係をもつ者とみている傾向が高
い｡有職者のほうが､｢うつ様気分｣ になりにくい
のは､仕事をすることによる世界の広がりが影響し
ている可能性も考えられるが､仕事をもつことによ
って家族関係が変化し､子どもが1人の重要なサポ
ート源となることも一因であるように思われる｡
まとめと今後の課題
本研究の結果は次のようにまとめられる｡
1､子育て期､ポスト子育て期の女性はいずれも夫
を最も近いサポート関係にあると感じている｡そし
て､1)血縁､2)女の友人､3)男の友人の順にサポー
ト関係の持ち方が弱くなっている｡
2､仕事や､趣味の活動など､行動範囲が ｢家｣の
周辺を越えている人は､ネットワークが広 く､多彩
な関係をもっていることが示唆される｡
3､人間関係が緊密な人 (例えば親友)に共感的な
サポー トをうけていると､｢うつ様気分｣ になりに
くく､精神的自立度が高 くなる傾向がみられる｡共
感的サポートを受けていることは､自己への肯定感
を生み､自立への助けとなると考えられる｡
4､世代間においては､｢うつ様気分｣ になりやす
いかどうかは､子どもがある程度話 し相手になるぐ
らい成長 しているかどうかで決まることが示唆され
る｡子どもに手がかかる場合はマイナス要因として
働き､子どもが成人して濃密なサポート関係をもち
うる血縁のメンバーになり､ネットワークに拡がり
ができるとプラ▲ス要因となる｡
サポー ト関係においては､以上のように2つの要
素が重要であると考えられる｡
(8)
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表9-1 ソーシャルサポートネットワークの測定の項目で､無職者 (Y群)と有職者 (Z群)間
に有意差のあるもの
項 目 人 物 危 険 率 サ6-ト量
おしゃべりなどをして一緒に楽しい時間をすごす 軌 友 (罪 ) Pく0.05 YくZ
一緒に遊びにでかけたりして糞しいひとときをすごす 子 ど も (.女 ) Pく0.05 Y>Z
子 ど も (男 ) Pく0.01 Y>Z
他人には青いにくい悩み事について括し合える 子 ど も (男 ) P<0.01 YくZ
軌 友 (男 ) Pく0.05 YくZ
いろいろな情報を嘗い合う 子 ど も (女 ) Pく0.05.YくZ
級 友 (男 ) P<0.051Y く Z
･近以外の友 (男) lIPく0-01 YくZ
●必要な時には､お金や物の貸し借りができる 子 ど も (女 ) Pく 0.01 YくZ
表9-2 精神的自立度の測定で､無職者 (Y群)と有職者 (Z群)間に有意差
がみられた項目
項 目 危 険 率 は い
私の毎日の生活に張りがある Pく0.01 Y <.Z
※各項目に rはいJと回答するほど自立度が古いとみなす
表9-3 うつ傾向の測定の項目で､無職者 (Y群)と有職者 (Z群) 間 に
有意差のみられるもの
項 目 危 険 率 は い
表9-4 地域社会参加活動や個人的な趣味活動の所属の項目で､無職者 (Y群)と
有職者 (Z群)間に有意差があるもの
項 目 危 険 率 所 屈 率
1つは､サポートネットワークが広く､かつ多彩で
あること､もう1つは､緊密な関係にある人々との
間に共感的サポートなど､深いレベルでの交流が持
てるかどうか､である｡
人間関係の拡がりの重要性はよく指摘されるところ
であるが､子どもをもつ成人女性においても､例え
ば ｢自分のことをかってくれ､高く評価してくれる｣
(9)
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に代表されるような自己肯定感がもてるような緊密
な人間関係があってはじめて､心すこやかに生きて
いくことができるということである｡
本研究で示唆された子育て期､ポス ト子育て期の
女性のソーシャルサポー トネットワークの実際をさ
らに確かなものにするために､今後の課題として､
私たちは調査対象をさら.に増やして検証 していきた
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いと考える｡また､向老期､高齢期の女性たちを対
象にしたよりよいサポートネットワークに関する調
査研究にも着手したいと考えている｡
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SummarY
● ● ● ●
Thisresearchwascarriedoutuslng103women,presentlylnVOlvedinchildrearlngandnearlngtheendof
●
thechildrearlngprocess.
Thequestionnaireswereusedtoexaminewhatkindofsocialsupportnetworkstheyhaveortheelements
requiredforasocialsupportnetworktosatisfythem.
Thequestionnairesweredesignedtocenteronsocialsupportnetworksandthedegreesofmentalindependency
anddepressiontendencyindices.
●
TheresultsbroughtthefolowlngSuggestions.
1.Theslgnificancyofbeingwithhusband.
●
2.Theslgnificancyoftheexistenceoffriendswhocanhighlyevaluatethem.
●
3.TheslgnificancyofhavingaSenseOflivingafulfilinglife.
● ●
4.Thewomenintheir20S(withinfants)hadlesssupportthanthoseintheir40S.
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